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断
、
決
定
し
た
の
で
す
」 

と
話
す
。

速
乾
性
の
メ
リ
ッ
ト
に
注
目
し
、
H-

U
V  

L（
L
E
D
）の
搭
載
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て 

「
短
納
期
対
応
に
追
わ
れ
る
現
場
の
状
況
を
改

善
し
た
か
っ
た
」 

と
藤
田
専
務
は
語
る
。

「
納
期
対
策
の
た
め
に
、イ
ン
キ
コ
ス
ト
が

若
干
上
が
っ
た
と
し
て
も
、U
V
に
す
る
と
決

め
て
い
ま
し
た
。H-

U
V  

L（
L
E
D
）は
、速

乾
性
で
も
紙
面
温
度
が
上
が
ら
ず
、品
質
を

よ
り
維
持
で
き
る
。さ
ら
に
、ど
れ
く
ら
い
コ

ス
ト
を
圧
縮
で
き
る
か
も
考
え
た
結
果
で
す
。

H-

U
V 

L（
L
E
D
）は
、『
製
本
時
に
汚
れ
な

い
』 『
印
刷
後
す
ぐ
に
折
り
な
ど
後
工
程
に
入
れ

る
』 

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、当
社
に
と
っ
て

は
、校
正
用
紙
を
印
刷
し
て
す
ぐ
に
東
京
支
店

に
送
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、都
合
も
良
い
」

1
月
の
本
稼
働
か
ら
約
8
カ
月
が
経
過
し

た
。
D
T
P
か
ら
印
刷
ま
で
を
管
理
す
る
宮

本
次
長
は
、
実
際
の
導
入
効
果
に
つ
い
て
、

「
現
在
、
工
場
で
は
枚
葉
機
を
３
台
回
し
て
い

ま
す
。
仕
事
に
応
じ
て
使
い
分
け
を
し
て
い

ま
す
が
、
H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ

ン
G
4
0
は
、
セ
ッ
ト
時
間
や
ジ
ョ
ブ
替
え
時

間
が
か
な
り
短
く
、
5
0
0
0
通
し
以
下
の
仕

事
の
効
率
が
良
く
、
も
の
す
ご
く
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」 

と
話
す
。

仕
事
量
に
つ
い
て
、
島
木
常
務
は 「
以
前
の

機
械
は
1
日
で
14
台
こ
な
し
て
い
た
と
す
る

と
、
導
入
機
は
30
台
く
ら
い
こ
な
す
こ
と
が

で
き
ま
す
」 

と
評
価
。
こ
の
仕
事
量
の
拡
大
は
、

藤
田
専
務
も
導
入
前
か
ら
期
待
し
て
お
り
、

「
H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
0

を
選
択
し
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

絵
柄
の
重
い
も
の
に
関
し
て
も
、
速
乾
性
が

あ
り
裏
付
き
し
な
い
。
輸
送
時
も
ト
ラ
ブ
ル

に
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
、
安
心
材
料

に
な
っ
て
い
ま
す
。
K
O
M
O
R
I
の
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
マ
ッ
ト
系
の
紙
だ

と
グ
ロ
ス
が
立
っ
て
、
特
に
結
果
が
良
い
と

感
じ
て
い
ま
す
」 

と
、
実
稼
働
後
の
経
緯
に

満
足
し
て
い
る
。

担
当
す
る
村
上
係
長
は
、「
K
O
M
O
R
I

に
て
4
日
間
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
が
、
最

初
は
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。
で

も
、
今
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
使
う
こ
と
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
印
刷
で
き
て
い
ま
す
」 

と
、
効

率
面
で
の
向
上
を
強
調
す
る
。
そ
れ
に
は
、

K
H
S-

A
I（
コ
モ
リ
ハ
イ
パ
ー
シ
ス
テ
ム

A
I
）、
P
D
C-

S
X（
分
光
式
色
調
管
理
装

置
）、
P
Q
A-

S 

V
5（
枚
葉
機
用
印
刷
品
質

検
査
装
置
）が
、
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

「
K
H
S-

A
I
は
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
便
利

に
な
っ
て
い
く
機
能
。
例
え
ば
〝
こ
う
い
う
紙

だ
っ
た
ら
こ
う
い
う
エ
ア
ー
設
定
で
印
刷
し

た
〞〝
こ
の
状
態
で
基
準
濃
度
を
出
す
な
ら

こ
れ
く
ら
い
の
開
度
〞
と
い
っ
た
情
報
が
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
に
残
り
、
A
I
が
設
定
を
覚
え
て

い
き
、
立
ち
上
げ
が
速
く
な
っ
て
い
き
ま
す
」

H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
0

の
導
入
に
よ
り
、高
品
質
と
低
コ
ス
ト
を
高

い
レ
ベ
ル
で
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
る
瞬
報
社
写
真
印
刷
。
藤
田
専
務
は
、「
良

い
製
品
を
よ
り
安
く
と
い
う
こ
と
を
追
求
し
、

1
3
7
年
の
歴
史
を
ど
う
や
っ
て
継
続
さ
せ
て

い
く
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
技
術
の
伝
承

な
ど
人
材
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、K
P-

コ

ネ
ク
ト
な
ど
、最
新
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
導

入
に
よ
っ
て
技
術
革
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
」 

と
、ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、全
体
的
な

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
く
考
え
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、
印

刷
業
界
は
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
瞬
報
社
写
真
印
刷
㈱
の
藤
田
専
務

は
、〝
芯
の
部
分
は
変
わ
ら
な
い
〞
と
い
う
。

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
変
化
し
、印
刷
現
場
の
デ

ジ
タ
ル
化
も
進
み
ま
し
た
。し
か
し
、ス
キ
ャ

ナ
ー
か
ら
分
解
し
て
良
い
印
刷
機
で
良
い
色
を

目
指
す
こ
と
も
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ

ン
で
良
い
色
に
調
整
し
て
良
い
印
刷
を
す
る
こ

と
も
、顧
客
に
と
っ
て 『
絶
対
的
な
品
質
を
追

求
す
る
』 

と
い
う
こ
と
で
は
変
わ
り
ま
せ
ん
」

絶
対
的
な
品
質
を
追
求
す
る
た
め
に
は
、

「
ス
ピ
ー
ド
化
」 「
低
コ
ス
ト
化
」 「
環
境
対
応
」

を
考
慮
し
た
、
最
新
設
備
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
導
入
が
欠
か
せ
な
い
。
同
社
は
、
そ
れ

ら
三
つ
の
要
素
を
備
え
る
印
刷
機
と
し
て
、

H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
0

（
菊
全
判
5
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）を
選

択
、
2
0
1
9
年
1
月
に
導
入
し
た
。

「
顧
客
が
安
く
て
良
い
も
の
を
求
め
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
印
刷
機
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、『
品
質
』 

は
譲
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
印
刷

テ
ス
ト
を
行
い
、
各
メ
ー
カ
ー
の
導
入
コ
ス
ト

も
比
較
し
、
印
刷
の
質
を
担
保
し
つ
つ
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
優
れ
た
K
O
M
O
R
I
機

を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て
、
島
木

常
務
は 「
印
刷
機
の
各
々
の
ス
ペ
ッ
ク（
最
高

回
転
数
）に
よ
る
効
果
で
は
な
く
、
1
日
動
か

し
た
結
果
ど
れ
だ
け
の
仕
事
量
を
こ
な
せ
る

か
が
重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
回
転
数
は
顧
客

が
指
定
す
る
紙
質
な
ど
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、

私
た
ち
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。一
方
、
セ
ッ
ト
時
間
や
ジ
ョ
ブ
替
え
時

間
の
短
縮
面
で
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
読
め
る
。

H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
0

は
、
新
し
い
機
能
を
備
え
魅
力
的
で
し
た
。

カ
タ
ロ
グ
値
で
は
な
く
、
実
際
の
仕
事
量
で
判

瞬
報
社
写
真
印
刷
株
式
会
社

H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
0
は
品
質
だ
け
で
な
く

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
優
れ
た 

「
投
資
に
値
す
る
」 

1
台
。

　
1
3
7
年
の
歴
史
を
持
つ
瞬
報
社
写
真
印
刷
株
式
会
社
は
、
印
刷
事

業
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
事
業
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
幅
広
い
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
領
域
を
跨
ぎ
、
共
通
し
て
い
る
の
は
「
絶
対

的
な
品
質
を
追
求
す
る
」こ
と
。
こ
の
思
想
の
下
、
物
流
セ
ン
タ
ー
や
環

境
面
な
ど
全
体
的
な
投
資
に
よ
り
、
企
業
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
る
。
2
0
1
9
年
1
月
、施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
、H-

U
V 

L
（
L
E
D
）
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
0
（
菊
全
判
5
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉

印
刷
機
）
を
導
入
し
た
。
そ
の
背
景
と
効
果
に
つ
い
て
、
藤
田
育
夫
専
務

取
締
役
、
島
木
浩
則
常
務
取
締
役
、
D
T
P
課
兼
印
刷
課
の
宮
本
真
成

次
長
、
印
刷
課
の
筋
浦
昭
芳
係
長
、
村
上
和
寛
係
長
に
お
聞
き
し
た
。

専務取締役

藤 田  育 夫 氏

5
0
0
0
通
し
以
下
の
案
件
に

抜
群
の
効
果
を
発
揮

カ
タ
ロ
グ
値
で
は
な
く

実
際
の
仕
事
量
で
選
択

使
え
ば
使
う
ほ
ど
に

立
ち
上
げ
速
度
が
上
が
る

YAMAGUCHI

常務取締役
島木 浩則 氏
「H-UV L（LED）搭載リスロン
G40は、小ロットになるほど
生産性の高さを発揮。トータ
ルで生産量が上がっています」

印刷課係長
村上 和寛 氏
「ローラー洗浄液やインキロー
ラー、メンテナンスクリーナー
などの資材もＫ-サプライを使
っていて、満足しています」

DTP課兼印刷課次長
宮本 真成 氏
「KP-コネクトも活用していて、機
械の稼働情報がたまっていき
ます。ヤレ紙の数字も出てきて、
分析や勉強に役立っています」

印刷課係長
筋浦 昭芳 氏
「本刷りまでの時間をとにかく
短縮することが、パフォーマン
スの向上につながっていきま
す。その点でも優れた1台です」

本社 / 山口県下関市長府扇町9-50
https://www.shumpou.co.jp/

TEL / 083-249-1100

右上：10月、同社で国内製印刷機としては初
の導入となった、H-UV L（LED）搭載リ
スロンG40の内覧会を開催。

右下：KOMORIのK-サプライを活用している
同社。中でも「インキの相性はやっぱり
良い」と藤田専務。

左　：「H-UV L（LED）搭載リスロンG40は、
プレインキングの機能も良く、これまで
は、ツボ内にインキが足りないと思った
ところにへら打ちをしていたが、同機は
足りない分を計算してインキを出してく
れます。それも立ち上げの速さにつなが
っています」（村上係長）

「今後も印刷を核として事業していく。そのために
 H-UV L（LED）搭載リスロンG40が必要でした」


